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[主張]　總動員の限度[footnoteRef:1] [1:  この文章は単行本『同胞に告ぐ』には収録されていない。] 


　總 (そう)動 (どう)員 (いん)や非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)と云 (い)ふ言 (こと)葉 (ば)は、現 (げん)在 (ざい)盛 (さか)んに使 (つか)はれて居 (ゐ)て、何處 (どこ)でも、何時 (いつ)でも殆 (ほと)んど聞 (き)かないことはないと云 (い)ふ程 (ほど)であるが、人 (にん)間 (げん)性 (せい)の弱 (じやく)點 (てん)として、一つの標 (へう)語 (ご)を或 (あ)る期 (き)間 (かん)聞 (き)き馴 (な)れると、所謂 (いわゆる)耳 (みみ)にたこが出來 (でき)て、初 (はじ)めて聞 (き)いた時 (とき)の感受性 (かんじゆせい)が麻痺 (まひ)して來 (く)るものである。總 (そう)動 (どう)員 (いん)や非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)の言 (こと)葉 (ば)も已 (すで)にその時期 (じき)に達 (たつ)したのではないかと思 (おも)ふ。若 (もし)然 (しか)りとすれば、それこそは由 (ゆ)ゝしき大 (だい)事 (じ)である。
　非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)はこれからである、だから總 (そう)動 (どう)員 (いん)もこれからである。北 (ほく)支 (し)事 (じ)變 (へん)と呼 (よ)ばれて居 (ゐ)た時 (とき)から非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)が始 (はじ)まつたのであるが、火 (ひ)花 (ばな)が中 (ちう)支 (し)に飛 (と)ぶに及 (およ)んで、非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)の内 (ない)容 (よう)が擴 (くわく)大 (だい)し、更 (さら)にそれが、南 (なん)支 (し)に波 (は)及 (きふ)するや、非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)の重 (じう)大 (だい)性 (せい)は、北 (ほく)支 (し)事 (じ)變 (へん)の幾 (いく)層 (そう)倍 (ばい)するに至 (いた)つた。併 (しか)しながら非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)性の擴 (くわく)大 (だい)、加 (か)重 (じう)は決 (けつ)して、これで終 (おは)つた譯 (わけ)ではない。今 (こん)日 (にち)吾 (ご)人 (じん)が呼 (よ)んで居 (ゐ)るところの支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)と云 (い)ふ言 (こと)葉 (ば)が亞 (あ)細 (じ)亞 (あ)事 (じ)變 (へん)、或 (あるひ)は亞 (あ)歐 (おう)事 (じ)變 (へん)と云 (い)つた様 (やう)な曾 (かつ)ては歴 (れき)史 (し)に類 (るい)例 (れい)を見 (み)なかつた、廣 (こう)汎 (はん)な意 (い)義 (ぎ)を含 (ふく)んだ言 (こと)葉 (ば)によつて置 (お)きかへられる日 (ひ)の遠 (とほ)くないと云 (い)ふことを豫 (よ)想 (そう)することは、決 (けつ)して根 (こん)據 (きょ)のないことではない。
　勿 (もち)論 (ろん)東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じょ)の建 (けん)設 (せつ)と云 (い)ふ語 (ご)の中 (なか)には、已 (すで)に亞 (あ)細 (じ)亞 (あ)全 (ぜん)體 (たい)と云 (い)ふ意 (い)義 (ぎ)が包 (ほう)含 (がん)された筈 (はず)であるが、歐 (おう)洲 (しう)大 (たい)戦 (せん)の擴 (くわく)大 (だい)及 (およ)びそれに隨 (したが)つて起 (おこ)るところの諸 (しよ)現 (げん)象 (しやう)、例 (たと)へばソ連 (れん)の印 (いん)度 (ど)侵 (しん)入 (にう)説 (せつ)等 (など)は聞 (き)き棄 (す)ての出 (で)來 (き)ないことであり、單 (たん)に支 (し)那 (な)満 (まん)蒙 (もう)問 (もん)題 (だい)のみを以 (もつ)て觀 (み)ても、事 (じ)件 (けん)が亞 (あ)歐 (おう)性 (せい)を帯 (お)びる要 (よう)因 (いん)は幾 (いく)何 (ら)もあるのである。かく觀 (くわん)じ來 (きた)れば非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)性の擴 (くわく)大 (だい)は未 (ま)だ未 (ま)だと云 (い)はねばならない。
　非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)に對應 (たいおう)したものが總 (そう)動 (どう)員 (いん)である以 (い)上 (ぜう)非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)性の擴 (くわく)大 (だい)に正 (せい)比 (ひ)例 (れい)して、總 (そう)動 (どう)員 (いん)の廣 (ひろ)さや、深 (ふか)さや強 (つよ)さが擴 (くわく)大 (だい)さるべきは自 (じ)明 (めい)の理 (り)である。されば、今 (こん)日 (にち)云 (い)ふところの總 (そう)動 (どう)員 (いん)は、未 (ま)だ未 (ま)だ總 (そう)動 (どう)員 (いん)の完 (くわん)成 (せい)ではなくて、寧 (むし)ろ總 (そう)動 (どう)員 (いん)の準備期 (き)であると云 (い)へる。これを國 (こく)民 (みん)精 (せい)神 (しん)總 (そう)動 (どう)員 (いん)聯 (れん)盟 (めい)運 (うん)動 (どう)に就 (つ)いて觀 (み)ても、さうである。今 (いま)やつと持 (もち)場 (ば)持場の聯盟 (れんめい)や愛 (あい)國班 (はん)が組織 (そしき)されただけで、試 (し)運 (うん)転 (てん)期 (き)とでも云 (い)はうか、未 (ま)だ本 (ほん)格 (かく)的 (てき)の活 (くわつ)動 (どう)にさへ這入 (はい)って居 (ゐ)ない状 (ぜう)態 (たい)である。庶 (しよ)民 (みん)層 (そう)に非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)性 (せい)が響 (ひび)い[て]來 (き)たのが、つひこのころで、飯 (はん)米 (まい)燃 (ねん)料 (れう)を通 (とほ)してやつとこれを感 (かん)じた位 (くらい)であるから、非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)の影 (えい)響 (きやう)が浸 (しん)透 (とう)するのは、愈 (いよ)々これからと見 (み)ねばならぬ。これに應 (おう)じて、庶 (しよ)民 (みん)層 (そう)の家 (か)庭 (てい)の各 (かく)員 (ゐん)までも、全 (ぜん)員 (ゐん)總 (そう)動 (どう)員 (いん)で、新 (しん)時 (じ)勢 (せい)對 (たい)應 (おう)の、それこそ本格的 (ほんかくてき)な總 (そう)動 (どう)員 (いん)活 (くわつ)動 (どう)期 (き)に這 (は)入 (い)るのは、今後 (こんご)のことであらう。
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